
院内周術期管理チームと連携し、周術期医療の質の向上を目指しています。

周術期管理チームは、侵襲度の高い手術や呼吸機能が低下している患者などを対象にし

ています。外来で手術が決定した時から手術後の回復に向けて患者とともに歩みを始め

ます。患者や家族と医療者が協働することで合併症を予防し「生きる」、楽しく生きる

には欠かせない「食べる」、そして慣れ親しんだ我が家で自分らしく暮らすことができ

るように「帰る」について、ともに取り組み「よりよく生きる」ことにむかって病期・

病態・場所を問わず集学的医療を実践するチームです。

• 周術期チーム介入の流れや患者を把握し自部署での介入ができる

• 周術期カンファレンスに参加し患者の問題提起や情報提供を行う

• 周術期カンファレンスで検討した内容や目標、方針を自部署で共有する

• 術後合併症を予防し異常の早期発見に努め、術後の身体変化に合わせた

退院支援ができる

• 各種パンフレットの見直し

• ニュースレターの発行

• 周術期カンファレンスに参加し多職種

連携を図る

• 手術看護認定看護師

• 周術期管理チーム看護師

• 関連病棟リンクナース

活動目標

活動内容 チームメンバー

患者さまパンフレット
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